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脳波の周波数解析による学習課題解決プロセスの比較
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2級 小学校 .中学校 .高等学校で学習する
常用漢字を理解 し､文章の中で適切に
使えるようにする○ 人名用漢字も読め
















験者J 23 罪 文系oパソコン所有○
験者T 20 女 理系○
験者Mt 21 罪 文系oメール日常的に使用○
験者Mk 22 女 理系○アーチファクト混入○
験者Mr 22 罪 文系｡アーチファクト混入o
験者S 21 罪 文系｡プログラミング可能.
験者Ⅹr 23 早 文系○パソコンの使用煉度低○
験者Hb 22 罪 理系.パソコンの使用頻度高○
験者F 21 男 文系oパソコンの使用頻度低○
















被験 者 J.T.Mt.S.Kr Hb.F.Ks 時 間
実額項目 ① 開眼安 静状態 1分30秒
② 開眼安 静状態 1分30秒
③ 紙面.漢字6級 紙面.漢字7級 約2分
㊨ 紙面.漢字4級 紙面.漢字5級 約2分
⑤ 糸氏面.漢字2級 紙面.漢字3級 約4分
⑥ 紙面.一次方程 紙面.一次方程式 約5分
式 Ⅰ Ⅱ
⑦ VDT.漢字7級 VDT.漢字6級 約2分
⑧ VDT.漢字5敵 VDT.漢字4級 約2分
⑨ VDT.漢字3級 VDT.漢字2級 約4分
























































































































































































































































































8)石倉信作･山本2割 :脳波解析による製綿 獅 (イ
ンター ネット:棚 補給合研究所)
9)外地光雄･山口雅彦･浜El隆史:人【新潮 許口甜両技
術 (インター ネット:電棚 除合研究所)
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ratesinbrain wavein eachbrainwork(Kanjidictationsand ichijiequations)were
comparativelyanalysed.As theresults,itwaselucidatedthatVDTworks are more
impressivetothebrainworkthandesktopworks.An d,byfrequencyAn alysis ofBrainWave,
thediferencesofαreductionratebetweenindividualsarerecognizedtobesohigh.
Keywords:BrainWave,Media,SolusionofLearningMaterials,VisualDisplayTerminal,α Wave
Blocking
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脳波の周波数解析による学習課題解決プロセスの比較
資料1(実験に用いた漢字検定問題)
○漢字の書き取り(漢検2級1
次の 譲のカタカナを漢字に直してして下さい｡
(1) 本物に三之どした複製品だ｡
(2) いろいろな問題をホウカツして協議したい｡
(3) 組織のスウヨウな地位にある｡
(4) 教会にソウゴンな楽の音が響く｡
(5) 芸能卿まはやりの2迫 りが激しい.
(6) 初志を竺乏さくことが大切だ｡
(7) 南アルプスを上坐 した｡
(8) 事後ショウダクが得られた｡
(9) 冬物処分のレンバイをしている｡
(10)相手を4卓とするような言動をとるな｡
○漢字の書き取り(漢険3級)
次の 譲のカタカナを漢字に直して下さい｡
(1) 部屋哩 がえをしました｡
(2) 身のケッバクを多くの人の前で主張した｡
(3) 台所から米を上(･音力聞こえる｡
(4) 要点をむだなくカンケツにまとめる｡
(5) あれは買ってす(･に壊れたとんだシロモノだ｡
(6) 郷土資料館で町のエンカクを調べた｡
(7) 夏の夜明かりをと生って虫がまいこんだ｡
(8) 被災地のメンミツな実地調査をする.
(9) 祝典はセイカイのうちに無事終わった｡
(10)雲が低く亘れこめて雨の気配がする｡
○漢字の書き取り傍検4級I
次の 線のカタカナを漢字に直して下さい｡
(1) 幾多のナンカンを次次と突破してきた｡
(2) 最掛こ主望壁応挙抄時間をとります｡
(3) 今朝早く小包でユウソウした｡
(4) 国宝の仏像を生ぎませていただいた｡
(5) 互いに作品をヒヒョウし合う｡
(6) 状況を有利に主とビく最善の方法である｡
(7) 勇気をzLt,つて役員に立候補しました｡
(8) 慣れた手つきで大きな機械をソウジュウする｡
(9) 表通りに店をカヱえる｡
(10)チヨメイな作家にサイン会を依頼することにした｡
○漢和)書き取り(漢検5級)
次の一一一一一･線のカタカナを漢字に直して下さい｡
(1) 台風はうずをヱいて通り過ぎた｡
(2) 原のすみきった空気を墨う｡
(3) 北から豊里しい寒気がおりてくる｡
(4) 自然災害の不安を∠ゼく.
(5) 町の資料館に昔の道具力学とどしてある｡
(6) 連休に叫ととどの電車が多い｡
(7) おたがいの人格をソンチョウする｡
(8) 軽はず桝こ人を旦生ガうな.
(9) 家具のセンモン店を開いた｡
(10)シュダンを選んで目的を達する｡
○漢字の書き取り1漢検6級I
次の 謀のカタカナを漢字に直して下さい｡
(1) 今日の雨で川の水bSzえる｡
(2) 虫歯を2重(･方法について話し合う｡
(3) 梅雨時ま特に身の回りをセイケツにする｡
(4) 集団食中毒のゲンインが分からない｡
(5) 分別収集でごみの減量に主立垂があった.
(6) 野菜ができすぎても農家叫 重野ま少ない｡
(7) 米の消費量が減ってZ写るようになった｡
(8) 農機具を使って広い畑地 堕す｡
(9) 学校でウサギをと42する｡
(10)新聞ができるまで哩 土を見学する｡
○漢字の書き取り (漢検7級1
次の 諒のカタカナを漢字に直して下さい｡
(1)スだっていく六年生を送る会をする｡
(2)気と萱2台が雪の情報を発表する｡
(3)宇宙メダカのfi/を育てる｡
(4)ヱ望葉づえをついて歩行練習をする｡
(5)ダイオキシン哩 が問題になっている｡
(6)と旦卓明器具を売る店をさがす｡
(7)神社でお守りzgをもらう｡
(8)スキー ±垂間と会うのが楽しみだ｡
(9)電話は生酒にカかせないものになった｡
(10)かみの毛を皇かねてリボンをつける｡
資料2(実験に用いた一次方程式問題例)
① x-(4(x+1)-3)=- (5x-3)
@ 0=13(2-(x+1))
@ -(3x-2)+4(x-2)=-(x+2)
④ 4(2x+3(6-x)-71-3(x+2)=3tx
+3(61X)115x
⑤ -3x-(2(x+2)+2(-3+5x))=-2(5
(1+2x)-ll
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